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1 はじめに

GPT (Generative Pre-trained Transformer)[1]-[3]

は、OpenAIで開発されたTransformer[4]のデコーダ

部分をベースとした言語モデルである。名前にもある

通り、事前学習はGPTの重要な要素の一つである。事

前学習では、大規模なラベルなしデータを用いて本来

のタスクではないタスクの学習を行う。ラベルなしの

データは、ラベルありデータに比べて楽に多くのデー

タを用意することができ、大規模なデータを用いた学

習を行いやすいというメリットがある。

現在、このGPTのモデルを用いて、さらに対話に

特化させたものが ChatGPT としてよく知られてい

る。この ChatGPTをはじめ、コンピュータとの対話

を行うシステムではテキストベースでの対話が主流と

なっている。それに対し、人同士の対話では会話の内

容だけでなく、声のトーンや、態度などからも情報を

得ながら会話している。また、同じ漢字でも読み方を

間違えただけで、大きく印象が変わってしまうことも

ある。テキストベースの会話では適切に相手に伝わら

ず、すれ違いが起きることもある。そこで、本研究で

は、感情を考慮した対話システムを提案する。

2 Transformer

Transformer[4]は、もともと自然言語処理向けに考

案されたモデルであるが、他のタスクでも高い性能を

発揮できることがわかり、様々なタスクで使用されて

いる。Transformerの最大の特徴は従来の手法で用い

られていた再帰や畳み込みを用いずにAttention機構

のみを用いて構築されていることである。Attention

のみを用いることで、学習時間を短縮しつつ、高精度

な結果を出すことが可能となっている。構造は図 1の

ようになっており、左側がエンコーダ、右側がデコー

ダである。入力された文章は Input Embedding層で

ベクトルに変換され、Positional Encodingで位置情報

が埋め込まれる。それからMulti-Head Attention層

でAttentionを計算していくような流れになっている。
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図 1: Transformerの構造

グレーの四角で囲まれている部分の処理を N 回繰り

返し、多層化する。

3 感情を考慮した対話システム

提案する感情を考慮した対話システムの構造を図 2

に示す。提案システムは、GPT[1]-[3]を参考に基本的に

はTransformer[4]のデコーダ部分を使用したモデルで

ある。図 2の右の部分がTransformerのデコーダ部分

をベースにしたものになっている。入力としては、音声

信号を考えている。音声信号に対して、Wisper[5]を用

いて音声認識を行ったものに対して Text Embedding

を行う。また、同時に、Empath[6]を用いて音声感情

認識を行い、ユーザの発話に含まれる感情の情報を抽

出しする。この情報を Positional Encodingの情報を

埋め込むのと同じタイミングで埋め込む。
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図 2: 感情を考慮した対話システム

3.1 学習

学習は、最初に感情埋め込みを行わないモデルで事

前学習を行う。事前学習は、GPTを参考に Common

Crawl[7]などの大規模データを用いて行う。その後、

感情埋め込みを含め、ファインチューニングを行う。

その際に用いるデータセットは音声対話コーパスに対

し音声認識や音声感情認識を行える APIを利用して

生成する。

3.2 感情埋め込み

感情の埋め込みは、Empathを用いて音声感情認識

して得られる感情ベクトルを利用して行う。Empath

は、平常、怒り、喜び、悲しみ、元気度の 5項目を 0∼50

の数値で返すため、これを感情ベクトルとする。感情

ベクトルは、単語単位ではなく発話単位で埋め込むた

め、1つの発話に含まれる単語にはすべて同じベクト

ルが感情埋め込みに用いられることになる。

4 計算機実験

計算機実験を行い、提案システムにおいて埋め込み

を行わない場合と比べて応答が変化することを確認

した。
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